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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電源スイッチを収納する凹部と、
上記電源スイッチの操作面よりも上記凹部の開口側に配置されて、上記凹部に金属部材が
進入したことを検知するセンサと、
上記センサよりも上記電源スイッチの操作面側に配置されて、上記センサが金属部材を検
知している間は閉じられるシャッタと、
を備え、
上記センサが金属部材を検知しているとき、上記シャッタは閉じて上記電源スイッチの操
作面に金属部材が当接することを阻止することを特徴とする内視鏡光源装置。
【請求項２】
電源スイッチを収納する凹部と、
上記電源スイッチの操作面よりも上記凹部の開口側に配置されて、上記凹部に金属部材が
進入したことを検知するセンサと、
上記凹部の開口を含む平面に垂直な方向の位置が上記センサと同位置であって、上記凹部
の開口よりも上記電源スイッチの操作面側に配置され、上記センサが金属部材を検知して
いる間は閉じられるシャッタと、
を備え、
上記センサが金属部材を検知しているとき、上記シャッタは閉じて上記電源スイッチの操
作面に金属部材が当接することを阻止することを特徴とする内視鏡光源装置。
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【請求項３】
請求項１または２記載の内視鏡光源装置において、上記センサは、検知コイル、この検知
コイルに電気を供給する電流電源、及び検知コイルのインピーダンスの変化を検知する検
知判断手段を有する内視鏡光源装置。
【請求項４】
請求項１または２記載の内視鏡光源装置において、上記センサは、磁石を有しており、上
記凹部に金属部材が進入するとき、磁石の磁場が変化することを検知する内視鏡光源装置
。
【請求項５】
請求項１または２記載の内視鏡光源装置において、上記センサは、一対の平板を有してお
り、上記凹部に金属部材が進入するとき、一対の平板の静電容量が変化することを検出す
る内視鏡光源装置。
【請求項６】
請求項１ないし５のいずれか１項記載の内視鏡光源装置において、上記シャッタは、開口
部を有するシャッタ板と、このシャッタ板を回転自在に支持する回転支持部材と、を備え
ており、上記シャッタ板を回転させることで上記シャッタ板の開口部を所定位置に移動さ
せて開閉動作を行う内視鏡光源装置。
【請求項７】
請求項１ないし５のいずれか１項記載の内視鏡光源装置において、上記シャッタは、複数
のシャッタ板と、これらのシャッタ板を回動自在に支持するシャッタ板ハウジングとを備
えており、複数のシャッタ板を回動させて重ねることで閉動作を行う内視鏡光源装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡光源装置は、挿入部先端に照明光を与えるための光源、及び挿入部で観察される
画像の画像信号を処理する回路などを有しており、挿入部等を備える内視鏡を着脱して用
いられる。この内視鏡光源装置は、術者（医者）が内視鏡検査終了時に、内視鏡を内視鏡
光源装置から抜いた後、内視鏡のライトガイド先端で電源スイッチがオフ操作されること
があった。このような操作は勧められる操作ではない。
【特許文献１】特開２００２－１７２０８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は従って、ライトガイド先端によって電源のオフ操作が行われることがあるとい
う現実を直視し、ライトガイド先端による電源スイッチのオンオフ操作を阻止して電源ス
イッチが損傷されることを防止することができる内視鏡光源装置を得ることを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の内視鏡光源装置は、電源スイッチを収納する凹部と、電源スイッチの操作面よ
りも凹部の開口側に配置されて、凹部に金属部材が進入したことを検知するセンサと、セ
ンサよりも電源スイッチの操作面側に配置されて、センサが金属部材を検知している間は
閉じられるシャッタと、を備え、センサが金属部材を検知しているとき、シャッタは閉じ
て電源スイッチの操作面に金属部材が当接することを阻止することを特徴とする。
【０００５】
　本発明の内視鏡光源装置は、また、電源スイッチを収納する凹部と、電源スイッチの操
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作面よりも凹部の開口側に配置されて、凹部に金属部材が進入したことを検知するセンサ
と、凹部の開口を含む平面に垂直な方向の位置がセンサと同位置であって、凹部の開口よ
りも電源スイッチの操作面側に配置され、センサが金属部材を検知している間は閉じられ
るシャッタと、を備え、センサが金属部材を検知しているとき、シャッタは閉じて電源ス
イッチの操作面に金属部材が当接することを阻止することを特徴とする。
【０００６】
　センサは、検知コイル、この検知コイルに電気を供給する電流電源、及び検知コイルの
インピーダンスの変化を検知する検知判断手段を有することが好ましい。
【０００７】
　センサは、別の態様としては、磁石を有しており、凹部に金属部材が進入するとき、磁
石の磁場が変化することを検知することが好ましい。
【０００８】
　センサは、さらに別の態様としては、一対の平板を有しており、凹部に金属部材が進入
するとき、一対の平板の静電容量が変化することを検出することが好ましい。
【０００９】
　シャッタは、開口部を有するシャッタ板と、このシャッタ板を回転自在に支持する回転
支持部材と、を備えており、シャッタ板を回転させることでシャッタ板の開口部を所定位
置に移動させて開閉動作を行うことが好ましい。
【００１０】
　シャッタは、別の態様としては、複数のシャッタ板と、これらのシャッタ板を回動自在
に支持するシャッタ板ハウジングとを備えており、複数のシャッタ板を回動させて重ねる
ことで閉動作を行うことが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、ライトガイド先端等の金属部材による電源スイッチのオンオフ操作を阻止す
ることができるため、電源スイッチの損傷を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は、本発明の内視鏡光源装置１００の一実施形態を示す。この内視鏡光源装置１０
０には、図２に示す電子内視鏡２００を着脱させて使用することができる。
【００１３】
　電子内視鏡２００は、観察者（術者）が把持する操作部１０と、操作部１０の側部に連
結されているライトガイドケーブル１１と、ライトガイドケーブル１１の先端部に設けら
れたコネクタ部１２と、操作部１０から延出して観察対象（患者）の内部（体内）に挿入
される挿入部１３とを有する。コネクタ部１２には、同一方向に平行に突出する金属材料
からなるライトガイドコネクタ（ライトガイド先端部）１２ａと回路コネクタ１２ｂとが
設けられている。ライトガイドコネクタ１２ａは、回路コネクタ１２ｂよりも外径が小さ
く細長い。挿入部１３の先端面には、図示しない照明用窓と観察用窓が備えられている。
照明用窓と観察用窓の後方には、それぞれ、図示しない照明レンズ系と撮影手段とが備え
られている。撮影手段はＣＣＤ等の撮像素子を備えている。
【００１４】
　ライトガイドコネクタ１２ａには、その先端面に光学レンズが設けられ、この光学レン
ズに入射する光は、ライトガイド（不図示）を介して照明用窓に出射される。このライド
ガイドは、ライトガイドコネクタ１２ａ、コネクタ部１２、ライトガイドケーブル１１、
操作部１０、及び挿入部１３の内部に挿通されている。
【００１５】
　一方、回路コネクタ１２ｂは、ライトガイドとは別に設ける、一連の信号伝達ケーブル
（不図示）を介して撮影手段に接続されている。信号伝達ケーブルは、回路コネクタ１２
ｂ、コネクタ部１２、ライトガイドケーブル１１、操作部１０、及び挿入部１３の内部に
挿通されている。
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【００１６】
　内視鏡光源装置１００は、その側面２２に、ライトガイドコネクタ１２ａを受け入れる
アウトプットコネクタ２１と、回路コネクタ１２ｂを受け入れると回路用受け部（不図示
）が設けられている。また、側面２２には、アウトプットコネクタ２１と回路用受け部の
近傍に、樹脂材料からなり円柱形状の押しボタン式の電源スイッチ２０が設けられている
。
【００１７】
　内視鏡光源装置１００の内側には、光源ランプ３０、ランプ電源３１、及びプロセス回
路（不図示）が備えられており、操作者によって押しボタン式電源スイッチ２０がオン操
作されると、ランプ電源３１から光源ランプ３０及びプロセス回路に電流が供給され、オ
フ操作によって電流の供給が絶たれる。
【００１８】
　光源ランプ３０は、例えば、内部にキセノンガスを充填しているアークランプであり、
ランプ電源３１から電流の供給を受けると、光源ランプ３０の陰極と陽極間でアーク放電
する。このアーク放電によって発生される光は、集光されてアウトプットコネクタ２１内
を通る光として光源ランプ３０から出射される。したがって、ライトガイドコネクタ１２
ａをアウトプットコネクタ２１に装着すると、光源ランプ３０から出射される光は、ライ
トガイドコネクタ１２ａ及びライトガイドを介して照明用窓から照明光として出射される
。
【００１９】
　プロセス回路は、信号伝達ケーブルを介して送られる電気信号を処理する。すなわち、
光源ランプ３０の出射光によって照明された観察部位の光学像は、撮影手段のＣＣＤに結
像されて電気信号として処理される。この電気信号は、信号伝達ケーブルを介してプロセ
ス回路に送られる。プロセス回路は、電気信号を画像として処理し、モニタ（図示しない
）上に映し出す。したがって、術者（操作者）は観察部位を画像として確認することがで
きる。
【００２０】
　続いて、本発明の内視鏡光源装置１００の特徴部分について説明する。
　図３に示すように、内視鏡光源装置１００の側面２２には、押しボタン式電源スイッチ
２０を収納する有底の円筒形状である凹部２８が形成されている。凹部２８は、側面２２
側から順に、挿入案内筒２４、シャッタ部４０、及びスイッチ収納部２３を有している。
凹部２８は、金属以外の材料、例えば樹脂やセラミックで構成することができる。
【００２１】
スイッチ収納部２３（凹部２８）に収納される押しボタン式電源スイッチ２０は、電源ス
イッチ本体２０ｃと付勢ばね２０ｄとを有しており、この付勢ばね２０ｄは、押しボタン
式電源スイッチ２０の軸方向であって凹部２８の開口側に電源スイッチ本体２０ｃを付勢
する。この付勢力に抗して電源スイッチ本体２０ｃを押すと、内視鏡光源装置１００の電
源はオンオフされる。電源スイッチ本体２０ｃは、パイロットランプ２０ｂとこのパイロ
ットランプ２０ｂを保護する透明な保護板２０ａとを有している。パイロットランプ２０
ｂは、ＬＥＤであり、内視鏡光源装置１００の電源がオン状態のときに点灯する。押しボ
タン式電源スイッチ２０は、保護板２０ａをスイッチ収納部２３の開口側に向けており、
保護板２０ａは、内視鏡光源装置１００のオンオフ操作時に操作者によって押される操作
面である。オンオフ操作時に、押しボタン式電源スイッチ２０はスイッチ収納部２３に案
内される。
【００２２】
　挿入案内筒２４は、側面２２に連なりスイッチ収納部２３と同一内径である。挿入案内
筒２４の外方には、センサ２５の検知コイル２５ａが備えられている。本発明のセンサは
、金属部材を検知する公知のものを用いることができる。
センサ２５は、検知コイル２５ａと、この検知コイル２５ａに接続される検知判断手段２
５ｂ及び電流電源２５ｃとを有している（図４参照）。検知コイル２５ａには電流電源２
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５ｃから電気が供給され、センサ２５のオンオフ操作は内視鏡光源装置１００のオンオフ
操作とは独立している。検知コイル２５ａに通電すると、検知コイル２５ａには磁界が発
生する（図３のＡ方向）。したがって、この磁界（検知コイル２５ａ）にライトガイドコ
ネクタ１２ａ等の金属部材を近づけると、電磁誘導によって金属部材に誘導電流が発生す
る。この誘導電流が検知コイル２５ａのインピーダンス（交流抵抗）を変化させると、検
知判断手段２５ｂは挿入案内筒２４に金属部材が挿入された（進入した）ことを検知する
。このように、センサ２５は金属部材を検知することができる。なお、検知コイル２５ａ
の磁界は、センサ２５が金属部材を検知可能な検知領域に等しく、この検知領域は検知コ
イル２５ａに通電する電流量に比例するため、電流量によって検知領域を広くまたは狭く
することができる。すなわち、電流量によって検知感度を調整することができる。
【００２３】
　スイッチ収納部２３と挿入案内筒２４の間には、シャッタ部（シャッタ）４０が配置さ
れている。シャッタ部４０は、スイッチ収納部２３側から順に、シャッタ板ハウジング４
１、シャッタ板４２、及びシャッタカバー４３を有している。シャッタ板ハウジング４１
、シャッタ板４２、及びシャッタカバー４３には、スイッチ収納部２３及び挿入案内筒２
４の内径と同一径の開口（開口部）４１ａ、４２ａ、４３ａが形成されている。シャッタ
板４２は、シャッタ板ハウジング４１内に収納されており、軸（回転支持部材）４２ｂを
介してシャッタ板ハウジング４１に回転自在に支持されている。したがって、シャッタ部
４０は、シャッタ板４２を、その軸４２ｂを中心に１８０°回転させることによって開状
態（図５）と閉状態（図６）を選択することができる。なお、シャッタ部４０は、低コス
トを実現するためには樹脂材料からなることが好ましいが、それ以外の材料で構成するこ
ともできる。また、本発明のシャッタは、公知の開閉機構を備えるものを用いることがで
きる。
【００２４】
　図４に示すように、センサ２５の検知判断手段２５ｂには、制御手段２６が接続されて
いる。この制御手段２６には、シャッタ駆動部２７が接続されている。シャッタ駆動部２
７は、シャッタ部４０に接続しており、制御手段２６の指示を受けると、シャッタ部４０
のシャッタ板４２を回転させる。すなわち、ライトガイドコネクタ１２ａ等の金属部材が
センサ２５の検知領域に進入すると、センサ２５は制御手段２６に信号を送り、信号を受
けた制御手段２６がシャッタ駆動部２７を駆動させると、シャッタ部４０が開閉する。
【００２５】
　次に、本発明の内視鏡光源装置１００と電子内視鏡２００の動作について説明する。
　施術の前に、術者は、ライトガイドコネクタ１２ａをアウトプットコネクタ２１に装着
させ、回路コネクタ１２ｂを回路用受け部に装着させることによって、コネクタ部１２（
電子内視鏡２００）を内視鏡光源装置１００に接続する。
　その後、術者は押しボタン式電源スイッチ２０（保護板２０ａ）を押して内視鏡光源装
置１００をオン状態にする。術者の指などの金属部材以外で押しボタン式電源スイッチ２
０を押す場合には、シャッタ部４０（シャッタ板４２）は閉まることなくオン操作ができ
る。
【００２６】
　内視鏡光源装置１００がオン状態になると、ランプ電源３１とプロセス回路には電気が
供給される。ランプ電源３１に電気が供給されると、光源ランプ３０は、その陰極と陽極
の間でアークを放電させる。このアーク放電で発生する光は、アウトプットコネクタ２１
に出射されてライトガイドを介して照明光として照明用窓から供給される。また、モニタ
の電源をオン状態にすると、ＣＣＤに結像された画像がモニタに映し出される。
【００２７】
　術者は、照明用窓から照明光が供給されていること、及びモニタに画像が映し出されて
いることを確認した後、電子内視鏡２００の挿入部１３を患者の体内に挿入し、モニタで
確認しながら病変部に到達させる。挿入部１３の先端部が病変部に到達したことを確認し
たとき、術者は観察等の必要な処置を行う。処置後、挿入部１３を患者の体内から取り出
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して施術を終了する。その後、コネクタ部１２を内視鏡光源装置１００から取り外して内
視鏡光源装置１００のオフ操作をする（押しボタン式電源スイッチ２０を押す）。すると
、ランプ電源３１への電気の供給が絶たれて光源ランプ３０は消灯する。
【００２８】
　この内視鏡光源装置１００のオフ操作は、通常、術者の指などで行われる。しかし、術
者によっては、コネクタ部１２の取り外し操作に続けて、コネクタ部１２のライトガイド
コネクタ１２ａで押しボタン式電源スイッチ２０を押す場合もある。このような操作は、
押しボタン式電源スイッチ２０の損傷を招くおそれがあるため好ましくない。したがって
、本発明の内視鏡光源装置１００には、金属部材が凹部２８に進入したことを検知するセ
ンサ２５とこのセンサ２５が金属部材を検知している間は閉じられて金属部材が押しボタ
ン式電源スイッチ２０の操作面に接することを阻止するシャッタ部４０とを設けている。
【００２９】
　施術後、内視鏡光源装置１００からのコネクタ部１２の取り外し操作に続けて、ライト
ガイドコネクタ１２ａを挿入案内筒２４（凹部２８）に挿入すると、シャッタ部４０は、
以下のような閉動作を行う。
　まず、ライトガイドコネクタ１２ａが近接することによって、検知コイル２５ａは、そ
のインピーダンスが変化する。検知判断手段２５ｂは、この変化によって凹部２８に金属
材料が進入したと判断し、制御手段２６に信号を送る。この信号を受けた制御手段２６は
、シャッタ駆動部２７を駆動させる。シャッタ駆動部２７は、軸４２ｂを中心にしてシャ
ッタ板４２を１８０°回転させる。以上の動作によって、シャッタ部４０（シャッタ板４
２）は閉じて、スイッチ収納部２３内にライトガイドコネクタ１２ａが進入することを阻
止する。なお、センサ２５がライトガイドコネクタ１２ａを検知している間（ライトガイ
ドコネクタ１２ａが挿入案内筒２４にある間）、シャッタ部４０はシャッタ板４２を閉じ
た状態（図６）を保持する。
【００３０】
　したがって、術者は、ライトガイドコネクタ１２ａで押しボタン式電源スイッチ２０を
押すことはできず、ライトガイドコネクタ１２ａが押しボタン式電源スイッチ２０を傷つ
けたり破損させたりすることを防止することができる。なお、ライトガイドコネクタ１２
ａに限らず、ピンセット等の金属材料による操作であれば、上記閉動作によって押しボタ
ン式電源スイッチ２０の破損等を防止することができる。
【００３１】
　また、内視鏡光源装置１００をオン状態にするときも、術者がライトガイドコネクタ１
２ａで押しボタン式電源スイッチ２０を押す場合もあるが、オン操作時には、ライトガイ
ドコネクタ１２ａはすでにアウトプットコネクタ２１に装着されていることが多く、術者
がライトガイドコネクタ１２ａを用いて内視鏡光源装置１００のオン操作をする（押しボ
タン式電源スイッチ２０を押す）ことはオフ操作に比べて少ない。
　仮に、オン操作時にライトガイドコネクタ１２ａで押しボタン式電源スイッチ２０を押
そうとする場合であっても、上記オフ操作時と同様の動作によってシャッタ部４０が閉ま
るため、ライトガイドコネクタ１２ａが押しボタン式電源スイッチ２０に接することはで
きない。
【００３２】
　なお、押しボタン式電源スイッチ２０は、柱状などであっても良く、パイロットランプ
２０ｂ及び保護板２０ａを備えていない簡単な円柱状であってもよい。また、電源スイッ
チは、押しボタン式に代えて、オンオフ操作によって一端部が交互に倒れ込むシーソー式
とすることもできる。
【００３３】
　図７に示すように、シャッタ部（シャッタ）１４０は、３枚のシャッタ板１４２と、各
シャッタ板１４２を回動自在に支持して開口（開口部）１４１ｂを有するシャッタ板ハウ
ジング１４１と、を備えている。各シャッタ板１４２は、シャッタ部１４０の開状態では
、シャッタ板ハウジング１４１の開口１４１ｂを塞ぐことなく退避している。シャッタ部
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１４０の閉動作は、各シャッタ板１４２がシャッタ板ハウジング１４１に形成する軸１４
１ａを中心に回動してシャッタ板ハウジング１４１の開口１４１ｂの前方（側面２２側）
で互いに重なり、開口１４１ｂを塞ぐことによって行われる（図８）。
【００３４】
　また、センサは磁石を有しており、凹部に金属部材が進入するとき、磁石の磁場が変化
することを検知するタイプとすることもできる。さらに、センサは一対の平板を有してお
り、凹部に金属部材が進入するとき、一対の平板の静電容量が変化することを検出するタ
イプとすることもできる。
【００３５】
センサとシャッタの位置関係は、凹部の開口側から順に、シャッタ、及びセンサとするこ
ともできる。また、シャッタは、凹部の開口を含む平面に垂直な方向の位置がセンサと同
位置にあって、凹部の開口よりも電源スイッチの操作面側に配置されることもできる。す
なわち、シャッタ部４０は、その外囲に検知コイル２５ａを配置することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明に係る内視鏡光源装置の上面図である。
【図２】本発明に係る内視鏡光源装置に着脱させる電子内視鏡を示す図である。
【図３】本発明に係る内視鏡光源装置の電源スイッチ、シャッタ、及びセンサの断面図で
ある。
【図４】本発明に係る内視鏡光源装置のセンサ及びシャッタの系統接続を示すブロック図
である。
【図５】本発明に係る内視鏡光源装置のシャッタが開いた状態を示す正面図である。
【図６】本発明に係る内視鏡光源装置のシャッタが閉じた状態を示す正面図である。
【図７】本発明に係る内視鏡光源装置の別のシャッタが開いた状態を示す正面図である。
【図８】本発明に係る内視鏡光源装置の別のシャッタが閉じた状態を示す正面図である。
【符号の説明】
【００３７】
１０　操作部
１１　ライトガイドケーブル
１２　コネクタ部
１２ａ　ライトガイドコネクタ
１２ｂ　回路コネクタ
１３　挿入部
２０　押しボタン式電源スイッチ
２０ａ　保護板（操作面）
２０ｂ　パイロットランプ
２１　アウトプットコネクタ
２２　側面
２３　スイッチ収納部
２４　挿入案内筒
２５　センサ
２５ａ　検知コイル
２５ｂ　検知判断手段
２５ｃ　電流電源
２６　制御手段
２７　シャッタ駆動部
２８　凹部
３０　光源ランプ
３１　ランプ電源
４０　シャッタ部
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４１　シャッタ板ハウジング
４１ａ　開口
４２　シャッタ板
４２ａ　開口
４２ｂ　軸
４３　シャッタカバー
４３ａ　開口
１００　内視鏡光源装置
２００　電子内視鏡

【図１】 【図２】



(9) JP 4787057 B2 2011.10.5

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(10) JP 4787057 B2 2011.10.5

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／０６　　　　
              Ｇ０２Ｂ　　２３／２６　　　　



专利名称(译) 内视镜光源装置

公开(公告)号 JP4787057B2 公开(公告)日 2011-10-05

申请号 JP2006114205 申请日 2006-04-18

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

当前申请(专利权)人(译) HOYA株式会社

[标]发明人 平賀武仁

发明人 平賀 武仁

IPC分类号 A61B1/06 G02B23/26

FI分类号 A61B1/06.B G02B23/26.B A61B1/06.510

F-TERM分类号 2H040/BA23 2H040/CA04 2H040/CA06 2H040/CA09 2H040/DA43 2H040/DA54 2H040/FA13 2H040
/GA02 2H040/GA11 4C061/GG01 4C061/JJ11 4C161/GG01 4C161/JJ11

代理人(译) 三浦邦夫

其他公开文献 JP2007282882A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种内窥镜光源装置，通过停止由光导尖端执行的
开/关操作来防止电源开关被损坏。 ŽSOLUTION：内窥镜光源装置包
括：用于存储电源开关的凹陷部分;传感器设置在从电源开关的操作表面
开始的凹陷部分的开口侧，以检测金属构件对凹陷部分的侵入;并且，在
传感器检测金属构件的同时，设置在电源的操作表面侧的挡板从传感器
切换并关闭。当传感器检测到金属构件时，关闭挡板以防止金属构件抵
靠电源开关的操作表面。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/156818f1-9f4c-4d68-bd1f-7bdded37451c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038755182/publication/JP4787057B2?q=JP4787057B2

